
　
世
論
に
後

押
し
さ
れ
た

野
党
要
求
に

抗
し
き
れ
ず

召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
の
冒

頭
、
安
倍
首
相
は
衆
議
院
を
解

散
し
た
。
意
向
表
明
後
、「
大

義
な
き
解
散
」「
森
友
・
加
計

隠
し
」「
と
っ
て
つ
け
た
争
点

消
費
税
使
途
の
変
更
」
等
々
、

批
判
の
渦
は
起
き
た
が
、
民
進

党
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
あ
り
、

「
安
倍
一
強
」
を
持
続
さ
せ
る

に
は
ま
た
と
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
い
ざ
解

散
の
当
日
。
状
況
は
混
沌
と
し

て
き
た
よ
う
だ
。
小
池
新
党

「
希
望
の
党
」
の
立
ち
上
げ

に
、
民
進
党
の
解
党
的
合
流
の

決
定
、
小
池
氏
の
国
政
復
帰

（
都
知
事
を
放
り
出
し
て
総
選

挙
に
出
馬
と
な
れ
ば
、
知
事
選

で
一
票
を
投
じ
た
都
民
の
思
い

の
み
な
ら
ず
、
吹
き
か
け
た
風

を
も
消
し
去
る
の
で
は
…
）
云

々
。「
選
挙
で
落
ち
れ
ば
た
だ

の
人
」
た
ち
の
打
算
に
満
ち
た

右
往
左
往
は
ド
ラ
マ
と
し
て
は

お
も
し
ろ
い
か
も
▼
し
か
し
、

観
客
た
る
国
民
は
、
主
権
た
る

一
票
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て

何
を
信
じ
れ
ば
良
い
の
か
？
　

こ
の
間
の
変
転
に
つ
い
て
、
説

明
責
任
を
果
た
す
の
は
一
体

誰
？
▼
日
々
説
明
責
任
を
背
負

い
つ
つ
医
業
を
行
う
我
が
身
に

置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
選
挙
戦

の
中
で
投
票
先
を
決
め
る
の
に

最
優
先
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
か
な

…
▼
結
果
が
ど
う
あ
れ
、
選
挙

前
の
課
題
・
疑
問
を
過
去
の
も

の
と
葬
り
去
る
こ
と
だ
け
は
許

し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の

は
、
私
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
と
信

じ
た
い
。
限
ら
れ
た
期
間
の

中
、
こ
の
思
い
を
ひ
と
り
で
も

多
く
の
人
に
伝
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
み
よ
う
。 

（
呑
鉄
童
）

　
2
0
1
5
年
5

月
に
成
立
し
た

「
持
続
可
能
な
医

療
保
険
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
来
年
4
月
か
ら
都
道
府

県
が
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

の
責
任
主
体
と
な
り
、
財
政
運

営
等
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
市
町
村
は
引

き
続
き
、
資
格
管
理
、
保
険
給

付
、
保
険
料
率
の
決
定
・
賦

課
、
保
健
事
業
等
を
担
う
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
京
都
府
は
新

た
に
「
国
保
運
営
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
8
月
に
は
中
間
案

の
と
り
ま
と
め
が
実
施
さ
れ

た
。
中
間
案
で
は
、
移
管
に
伴

い
保
険
料
が
急
激
に
変
動
す
る

市
町
村
に
は
激
変
緩
和
措
置
を

適
用
す
る
こ
と
や
、
市
町
村
が

保
険
料
を
決
め
る
際
の
目
安
と

な
る
「
標
準
保
険
料
率
」を
府

内
で
統
一
化
せ
ず
、
市
町
村
ご

と
に
算
定
す
る
方
針
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、「
保

険
者
努
力
支
援
制
度
」
で
あ
ろ

う
。
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組

み
に
成
果
を
上
げ
た
保
険
者
を

評
価
し
、
実
績
に
応
じ
た
財
政

措
置
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
2

0
1
6
年
度
は
約
1
5
0
億
円
、

2
0
1
7
年
度
は
約
2
5
0
億

円
を
市
町
村
に
配
分
し
、
2
0

1
8
年
度
か
ら
は
都
道
府
県
に

2
0
0
億
円
、
市
町
村
に
約
3

0
0
〜
3
5
0
億
円
を
配
分
す

る
見
通
し
で
あ
る
。

　
こ
の
支
援
制
度
の
主
な
指
標

と
し
て
、
特
定
健
診
受
診
率
、

特
定
保
健
指
導
実
施
率
、
メ
タ

ボ
該
当
者
と
予
備
軍
の
減
少
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
、
糖
尿
病

等
の
重
症
化
予
防
、
後
発
医
薬

品
の
使
用
割
合
、
保
険
料
収
納

率
の
実
績
と
向
上
に
む
け
た
取

り
組
み
等
で
あ
る
。
中
間
案
で

も
「
保
健
事
業
の
充
実
（
健
康

寿
命
の
延
伸
）」
と
題
し
て
、

現
状
分
析
と
今
後
の
取
り
組
み

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
支
援
制
度
で
は
、
こ
れ
ら
項

目
に
点
数
が
設
定
さ
れ
、
加
算

式
で
評
価
を
行
う
。
ま
さ
に
都

道
府
県
各
自
治
体
の
競
争
で
あ

り
、
国
保
料
の
収
納
率
向
上
に

走
れ
ば
滞
納
世
帯
の
生
活
実
態

を
考
慮
せ
ず
、
強
引
な
差
し
押

さ
え
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
中
間
案
で
は
、
収
納
対

策
と
し
て
京
都
地
方
税
機
構
へ

の
移
管
の
推
進
お
よ
び
連
携
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、「
専
門
的

知
識
を
有
す
る
職
員
に
よ
る
一

体
的
な
債
権
確
保
」
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、「
未
移
管
の
市
町

村
に
お
い
て
は
、
機
構
へ
の
移

管
を
検
討
す
る
こ
と
」
と
あ

る
。
本
来
、
国
は
国
保
運
営
を

十
分
に
支
え
る
だ
け
の
財
源
を

国
庫
負
担
で
捻
出
す
べ
き
で
あ

る
。

競
争
煽
り
適
正
化
狙
う「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」

公
的
責
任
で
国
保
運
営
支
え
る
べ
き

地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
踏
ま
え

市
町
村
国
保
の
国
庫
負

担
割
合
引
き
上
げ
を

　
市
町
村
国
保
に
関
す
る
要
望

は
2
0
1
8
年
度
か
ら
都
道
府

県
化
す
る
国
保
に
つ
い
て
、
国

の
追
加
公
費
3
4
0
0
億
円
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
庫
負
担
割
合

を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
よ
う

求
め
る
こ
と
や
、
都
道
府
県
化

交
付
や
学
資
保
険
の
差
し
押
さ

え
等
、
滞
納
処
分
等
に
よ
る
人

権
侵
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
、
受
領
後
6
カ
月
を

超
え
た
診
療
報
酬
明
細
書
に
つ

い
て
の
再
審
査
請
求
を
行
わ
な

い
こ
と
、
福
祉
医
療
に
つ
い
て

の
地
方
単
独
事
業
に
対
す
る
国

庫
負
担
減
額
措
置
の
廃
止
を
国

に
求
め
る
こ
と
等
を
要
望
し

た
。公

衆
衛
生
担
う

医
師
の
確
保
を

　
保
健
衛
生
行
政
に
関
す
る
要

望
は
、
京
都
市
が
2
0
1
7
年

度
か
ら
、
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く

み
局
創
設
に
併
せ
て
各
行
政
区

の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
事
務

所
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
一

体
化
し
、
衛
生
部
門
に
つ
い
て

は
医
療
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
集

約
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ

れ
て
い
た
医
師
も
本
庁
に
集
約

さ
れ
る
等
の
機
構
改
革
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
区
役
所
・
支

所
の
医
療
衛
生
コ
ー
ナ
ー
が
日

　
2
0
1
7
年
7
月
、
支
払
基

金
京
都
支
部
か
ら
会
員
医
療
機

関
へ
、
15
年
8
月
診
療
分
、
つ

ま
り
2
年
前
の
診
療
に
関
す
る

査
定
減
点
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
事
例
は
、
京
セ
ラ
健
保
か
ら

再
審
査
請
求
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
レ
セ
プ
ト
に
関
す
る
再
審
査

請
求
の
申
し
出
期
間
は
、
厚
生

省
通
知
「
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
に
対
す
る
再
審
査
の

申
出
に
つ
い
て
」（
1
9
8
5

年
4
月
30
日
、
保
険
発
第
40

号
）
に
よ
り
、
遅
く
と
も
6
カ

月
以
内
に
申
し
出
る
よ
う
合
意

さ
れ
て
い
る
（
保
険
者
に
レ
セ

プ
ト
が
到
着
後
6
カ
月
以
内
の

た
め
8
〜
9
カ
月
程
度
）。

　
日
本
医
師
会
が
1
9
9
9

年
、
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

改
め
て
支
払
基
金
本
部
に
照
会

し
た
結
果
、
支
払
基
金
本
部
は

各
都
道
府
県
支
部
に
対
し
、
85

年
通
知
を
徹
底
す
る
旨
の
指
示

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
協
会
理
事
会
は
、
2
年
も
前

の
レ
セ
プ
ト
に
関
す
る
再
審
査

請
求
を
京
セ
ラ
健
保
が
行
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
85
年
通
知
の

趣
旨
を
軽
視
し
、
保
険
者
、
患

者
と
医
療
機
関
と
の
信
頼
関
係

を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
極
め

て
遺
憾
で
あ
る
旨
を
記
載
し

て
、
京
セ
ラ
健
保
に
対
し
て
、

過
去
に
遡
り
当
該
再
審
査
請
求

の
取
下
げ
を
行
う
よ
う
要
望
書

常
的
な
健
康
危
機
を
予
防
し
、

危
機
が
生
じ
た
場
合
は
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
人
員
を
拡
充

す
る
こ
と
や
、
医
師
や
専
門
職

は
一
カ
所
集
中
で
は
な
く
地
域

へ
常
駐
を
す
る
こ
と
、
京
都
市

と
し
て
公
衆
衛
生
行
政
を
担
う

医
師
の
確
保
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
を
問
う
た
（
関
連
2

面
）。

２年前のレセプトに
関する減点に抗議

京
都
市
へ
医
療・保
健
で
要
望
伝
え
る

保険者・基金に要望書を提出

　
協
会
は
9
月
7
日
、
京
都
市
へ
の
要
望
提
出
・
懇
談
の
機
会
を
持
っ
た
。
懇
談
は
昨
年

度
、
各
地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
「
市
町
村
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
要
望
書
」
と
「
京
都
市
保
健
衛
生
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」
に
基

づ
い
て
進
め
た
。
京
都
市
は
志
摩
裕
丈
保
健
福
祉
局
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
長
、
塩
山

晃
弘
保
健
福
祉
局
健
康
長
寿
の
ま
ち
・
京
都
推
進
室
健
康
長
寿
企
画
課
長
、
中
村
正
樹
保

健
福
祉
局
医
療
衛
生
推
進
室
健
康
安
全
課
長
ら
が
対
応
。
協
会
か
ら
は
垣
田
さ
ち
子
理
事

長
、
渡
邉
賢
治
副
理
事
長
、
吉
中
丈
志
理
事
。
京
都
市
内
の
地
区
医
師
会
か
ら
は
、
西
陣

医
師
会
の
佐
々
木
義
文
会
長
、
中
京
西
部
医
師
会
の
丹
生
智
史
会
長
が
出
席
し
た
。

に
伴
い
保
険
料
引

き
上
げ
が
予
想
さ

れ
る
場
合
の
法
定

外
一
般
会
計
繰
入

の
継
続
、
保
険
者

努
力
支
援
制
度
で

は
な
く
一
般
施
策

と
し
て
の
市
町
村

に
よ
る
保
健
事
業

へ
の
財
政
投
入
を

国
に
求
め
る
こ

と
、
資
格
証
明
書

を
送
付
し
た
。

　
ま
た
、
支
払
基
金
京
都
支
部

長
に
対
し
て
、
今
後
、
請
求
時

点
か
ら
6
カ
月
を
超
え
る
古
い

再
審
査
請
求
が
保
険
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
場
合
は
、
断
固
と
し

て
抵
抗
す
る
よ
う
要
望
書
を
送

付
し
た
。

　
な
お
、
当
該
減
点
項
目
は
、

他
院
退
院
後
1
カ
月
以
内
の
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
の
算
定
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

16
年
度
改
定
に
よ
り
、
自
院
に

お
け
る
取
り
扱
い
で
あ
る
こ
と

が
明
確
に
な
っ
た
が
、
本
来

「
診
療
報
酬
点
数
表
」
は
、
留

意
事
項
通
知
に
別
途
取
り
扱
い

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、

自
院
に
お
け
る
取
り
扱
い
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
16
年
度
改

定
以
前
で
あ
っ
て
も
、
他
院
入

院
は
算
定
制
限
の
規
定
を
受
け

て
い
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と

を
申
し
添
え
た
。

市
に
要
望
す
る
丹

生
会
長（
中
西
、奥

右
側
1
人
目
）
と

佐
々
木
会
長
（
西

陣
、
奥
右
か
ら
2

人
目
）

　
テ
ー
マ
は
自
由
。
写
真
・
随
筆
（
8
0
0
字
程
度
）、

な
ん
で
も
結
構
で
す
。
投
稿
者
に
は
お
礼
と
し
て
、
図

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
投
稿
下
さ
い
。

締
切
は
11
月
27
日
（
月
）。

募
集
し
ま
す
!!

新
春
特
集
号
投
稿

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年)1 0 月 1 0 日 第 3 0 1 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp　　　アミスサイト：http://amis.kyoto

遺
棄
毒
ガ
ス
被
害
の
シ
ン
ポ
開
く 

（
2
面
）

総
選
挙
に
向
け
た
談
話
と
要
望 

（
3
面
）

I
P
P
N
W
世
界
大
会
参
加
記 

（
6
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３



（「
京
都
市
へ
の
要
望
」・
1
面

続
き
）

市「
国
保
構
造
問
題
解
決

ま
で
財
政
措
置
求
め
る
」

　
市
町
村
国
保
に
関
す
る
要
望

に
対
し
、
京
都
市
当
局
か
ら
は

以
下
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
国
の
追
加
公
費
は
一

定
の
効
果
が
あ
る
が
、
国
保
の

構
造
的
問
題
の
解
決
に
至
る
も

の
で
は
な
く
、
将
来
の
医
療
保

険
制
度
一
本
化
を
求
め
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
は
更
な
る
財
政
措

置
を
求
め
た
い
。
法
定
外
一
般

会
計
繰
入
に
つ
い
て
は
、
国
の

財
政
支
援
拡
充
が
最
終
的
に
ど

う
影
響
す
る
か
、
府
か
ら
示
さ

れ
る
納
付
金
を
受
け
、
市
の
予

算
編
成
作
業
の
中
で
検
討
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
国

は
大
き
な
方
向
性
と
し
て
は
繰

入
を
な
く
し
て
い
く
よ
う
求
め

て
は
い
る
が
、
一
方
で
急
激
な

保
険
料
引
き
上
げ
を
避
け
る
よ

う
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

強
調
し
、
急
激
な
繰
入
廃
止
は

求
め
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
医

療
費
抑
制
で
は
な
く
糖
尿
病
等

重
症
化
予
防
等
の
取
組
へ
の
交

付
と
捉
え
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
・
健
康
を
守
る
観
点
か
ら
進

め
た
い
。

　
資
格
証
明
書
や
滞
納
処
分
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
徴
収
は

し
っ
か
り
行
う
べ
き
で
あ
り
、

ル
ー
ル
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
は
活
用
し
て
い
く
。
再

審
査
請
求
は
6
カ
月
超
の
も
の

は
原
則
と
し
て
行
っ
て
い
な
い
。

　
精
神
医
療
付
加
金
に
つ
い
て

は
、
2
0
0
6
年
か
ら
の
障
害

者
自
立
支
援
医
療
ス
タ
ー
ト
に

伴
い
廃
止
し
た
。
自
立
支
援
医

療
は
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
を

新
設
し
対
応
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
再
開
予
定
は
な
い
。
福

祉
医
療
の
実
施
に
よ
る
国
保
の

国
庫
負
担
減
額
に
つ
い
て
引
き

続
き
減
額
調
整
の
廃
止
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市「
医
師
職
は
重
要
。

確
保
に
努
め
る
」

　
保
健
衛
生
行
政
に
関
す
る
要

望
に
対
し
て
は
、
京
都
市
当
局

は
新
た
な
医
療
衛
生
セ
ン
タ
ー

と
行
政
区
の
医
療
衛
生
コ
ー

ナ
ー
は
一
体
的
な
も
の
で
あ

り
、
う
ち
コ
ー
ナ
ー
は
身
近
な

相
談
窓
口
で
あ
る
。
感
染
症
等

の
健
康
危
機
発
生
時
に
は
一
カ

所
集
中
に
よ
り
迅
速
な
対
応
が

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
人
員
配
置
は
昨
年
度
の

1
4
9
人
か
ら
9
月
現
在
1
5

3
人
と
増
員
し
て
い
る
と
回
答
。

　
医
師
職
は
、
昨
年
度
ま
で
各

区
・
支
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
医
師
職
業
務
と
一
般

事
務
職
業
務
も
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
一
人
ひ
と
り
の
医
師
職

の
専
門
性
を
よ
り
発
揮
し
、
医

師
職
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
京
都

市
の
危
機
管
理
対
応
方
針
や
事

業
の
企
画
立
案
に
も
携
わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
医
師
職
の
大

切
な
役
目
と
考
え
、
今
年
度
か

ら
医
師
職
は
健
康
危
機
対
策
・

健
康
長
寿
・
母
子
保
健
の
3

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
応
し
て

い
る
。
公
衆
衛
生
は
重
要
で
あ

り
、
常
駐
で
は
な
く
な
っ
た

が
、
引
き
続
き
地
域
の
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

医
師
確
保
は
厳
し
く
公
募
も
し

て
い
る
が
9
人
で
あ
る
。
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
各
1
人
の
担

当
を
確
保
し
た
い
と
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
等
、
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
参
加
し
た
地
区
の
会
長
か
ら

は
、
結
核
予
防
に
関
す
る
要
望

も
出
さ
れ
、
短
時
間
に
多
岐
に

わ
た
る
内
容
を
取
り
扱
う
会
合

と
な
っ
た
。

　
協
会
は
引
き
続
き
、
今
回
取

り
扱
え
な
か
っ
た
介
護
・
地
域

　
9
月
16
日
か
ら
の
日
本
神
経
学
会
学
術
大
会
開
催
に
あ
わ

せ
、
日
本
軍
遺
棄
毒
ガ
ス
被
害
を
考
え
る
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
9
月
18
日
に
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
。
主
催
は
、
協
会
も
加
わ
っ
て
い
る
日
本
軍
遺
棄

毒
ガ
ス
被
害
を
考
え
る
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
。

参
加
者
は
1
2
2
人
と
な
っ
た
。

旧
日
本
軍
の
遺
棄
毒
ガ
ス
被
害
を
考
え
る
シ
ン
ポ
開
く

戦
争
の
惨
禍
は
今
な
お
継
続

　
冒
頭
、
弁
護
士
の
富
永
由
紀

子
氏
が
、
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス

兵
器
の
製
造
状
況
や
配
備
の
詳

細
を
解
説
。
中
国
国
内
で
は
戦

後
直
後
か
ら
遺
棄
毒
ガ
ス
兵
器

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る

が
、
日
本
政
府
の
積
極
的
な
調

査
や
補
償
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
困
難
を
前
に
、

被
害
者
ら
は
日
本
政
府
に
対
し

医
療
支
援
・
生
活
支
援
の
政
策

形
成
を
最
終
目
標
に
し
た
訴
訟

を
開
始
。
ま
た
そ
れ
と
並
行
し

て
日
本
の
市
民
の
力
で
被
害
者

の
救
済
を
行
い
た
い
と
、
市
民

に
よ
る
寄
付
や
医
師
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
検
診
活
動
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
検
診

活
動
を
通
じ
て
築
か
れ
た
日
中

両
市
民
に
よ
る
共
同
の
和
が
広

が
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
2
0
1

5
年
に
は
化
学
兵
器
被
害
者
支

援
日
中
未
来
平
和
基
金
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　
続
い
て
、
毒
ガ
ス
被
害
の
実

態
に
つ
い
て
、
内
科
医
の
藤
井
正
實
氏
、
神
経
内
科
医
の
磯
野

理
氏
、
中
国
か
ら
来
日
し
た
神

経
内
科
医
の
曽
維
民
氏
が
報
告

し
た
。
旧
日
本
軍
が
主
に
使
用

し
た
毒
ガ
ス
は
、
イ
ペ
リ
ッ
ト

（
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
）
と
ル
イ

サ
イ
ト
の
混
合
ガ
ス
。
2
0
0

3
年
8
月
に
発
生
し
た
チ
チ
ハ

ル
で
の
被
曝
事
件
で
は
、
44
人

も
の
被
害
者
（
う
ち
、
1
人
死

亡
）
が
出
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
被
害
者
に
対
し
、

日
本
の
民
間
に
よ
る
検
診
活
動

が
開
始
。
皮
膚
症
状
、
呼
吸
器

系
障
害
な
ど
の
実
態
把
握
と
マ

ス
タ
ー
ド
ガ
ス
の
発
が
ん
性
を

調
査
目
的
に
し
て
い
た
が
、
著

し
い
自
律
神
経
症
状
の
存
在
を

発
見
し
、
こ
れ
ま
で
に
自
律
神

経
障
害
、
高
次
脳
機
能
障
害
、

筋
力
低
下
、
易
疲
労
性
、
視
覚

障
害
、
抑
う
つ
症
状
・
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
を
確
認
し
た
と
述
べ
た
。

　
今
ま
で
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
に

よ
る
神
経
障
害
の
例
は
な
い

が
、
ヒ
素
を
含
む
ル
イ
サ
イ
ト

な
ら
中
枢
神
経
系
に
障
害
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
化

学
兵
器
禁
止
機
関（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）

よ
り
指
摘
さ
れ
、
現
在
は
ル
イ

サ
イ
ト
が
中
枢
神
経
・
自
律
神

経
障
害
の
原
因
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
報
告
し
た
。

　
2
0
1
7
年
11
月
に
は
チ
チ

ハ
ル
医
学
院
附
属
第
三
医
院

（
病
院
）の
医
師
と
と
も
に
検
診

活
動
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
本
格
的
な

日
中
共
同
検
診
の
始
ま
り
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
し
た
。

こ
れ
以
上
被
害
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

遺
棄
毒
ガ
ス
に
よ
る
被
害
実
態
を
調
査

被
害
者
へ
の
医
療
と
生
活
へ
の
支
援
の
輪
を

　
最
後
に
、
チ
チ
ハ
ル
毒
ガ
ス

被
曝
事
件
の
被
害
者
で
あ
る
牛

海
英
氏
が
登
壇
。
被
曝
数
時
間

後
に
顔
が
赤
く
腫
れ
あ
が
り
医

院
に
駆
け
込
ん
だ
が
、
医
院
で

は
対
応
で
き
ず
病
院
へ
搬
送
。

そ
の
際
に
日
本
軍
の
遺
棄
毒
ガ

ス
に
被
曝
し
た
の
で
は
な
い
か

と
医
師
か
ら
言
わ
れ
た
と
述
べ

た
。
症
状
は
日
を
追
う
ご
と
に

悪
化
。
発
疹
が
水
疱
に
な
っ
た

際
に
は
、
そ
の
水
疱
を
潰
し
て

薬
を
塗
り
こ
ま
れ
た
が
、
激
痛

で
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
話
し

た
。
ま
た
、
病
院
入
院
後
、
続

々
と
被
害
者
が
運
び
込
ま
れ
、

そ
の
病
棟
全
て
が
毒
ガ
ス
被
害

者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
こ
の

治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
時
は
そ

こ
か
し
こ
の
病
室
か
ら
苦
痛
の

叫
び
声
が
響
い
て
い
た
と
述
懐

し
た
。

　
毒
ガ
ス
が
入
っ
た
ド
ラ
ム
缶

を
解
体
し
た
、
同
じ
会
社
の
作

業
員
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、

自
身
も
死
ぬ
の
で
は
な
い
か
と

大
変
な
恐
怖
だ
っ
た
こ
と
や
、

退
院
後
は
後
遺
障
害
に
悩
ま
さ

れ
て
い
て
日
々
の
生
活
も
大
変

だ
と
報
告
し
、「
一
時
は
日
本

を
大
変
恨
ん
だ
」
と
述
べ
た
。

「
し
か
し
、
日
本
へ
来
て
み
る

と
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
優
し
く

手
を
差
し
の
ベ
て
も
ら
え
た
」

「
日
本
そ
の
も
の
を
恨
む
気
持

ち
は
薄
れ
た
が
、
日
本
政
府
に

よ
る
後
遺
障
害
へ
の
医
療
支

援
・
生
活
支
援
は
ぜ
ひ
と
も

行
っ
て
ほ
し
い
。
今
後
も
訴
え

続
け
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

講　師　京都府立医科大学特任助教 
　　　　日本遠隔医療学会遠隔診療モデル研究分科会長　加藤 浩晃 氏
日　時　12月2日（土）  午後2時30分～4時30分
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
※日医生涯教育講座　カリキュラムコード： 06.医療制度と法律 0.5単位　 　　　　　09.医療情報 0.5単位　
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　73.慢性疾患・複合疾患の管理 0.5単位　  80.在宅医療 0.5単位

主　催　京都府保険医協会　　※参加は無料、事前申込は不要です。

日　時　11月18日（土）  向上会：午後4時30分～6時15分
　　　　　　　　　　　  懇親会：午後6時15分～
場　所　ホテル日航プリンセス京都５階「フリージア」
　　　 京都市下京区烏丸高辻東入高橋町630　☎075-342-2111
講　演　 食道癌に対する外科治療
　　　　－拡大視効果を意識した鏡視下手術から得られた微細解剖に沿った食道癌手術－

　　 大阪市立大学大学院医学研究科　消化器外科学講師　李　栄柱 氏
会　費　3,000円（懇親会費込み）　※講演会のみ1,000円
※ 外科医会非会員の先生で懇親会にご参加いただける方は事前に保険医協会事務局ま
でお申し込み下さい。

共　催　京都外科医会　京都府保険医協会　科研製薬株式会社
※日医生涯教育講座　カリキュラムコード：49.嚥下困難　１単位

遠隔診療について ～その概念、医学的見地や保険診療の見地から～
第661回社会保険研究会

外科診療内容向上会

包
括
ケ
ア
関
連
の
要
望
書
提
出

も
計
画
し
て
い
る
他
、
間
も
な

く
ス
タ
ー
ト
す
る
今
年
度
の
地

区
医
師
会
と
の
懇
談
会
で
も
意

見
を
集
約
し
、
さ
ら
な
る
要
望

の
整
理
を
進
め
る
。

当
時
の
心
境
を
語
る
牛
海
英
氏

右
側
2
人
目
か
ら
要
望
書
を
手

渡
す
垣
田
理
事
長
、
丹
生
会

長
、
渡
邉
副
理
事
長
、
佐
々
木

会
長
、
吉
中
理
事

メッセージ　被害者たちがまっとうな医療を受け、生活ができるよ
う、皆さまのご支援を心よりお願い申し上げます。いただいた寄付
は主に被害者の支援のために使われます。生活の援助、精神的なサ
ポート、被害者の医療、薬、検診運営費など。

◆一般寄付（随時、受付中）◆

口座名義　N
エヌピーオーカガクヘイキヒガイシャシエンニッチュウミライヘイワキキン
PO化学兵器被害者支援日中未来平和基金

郵便振替口座　00130-2-791602
　　　　　　　※払込取扱票にカンパと明記下さい

日中未来平和基金とは…旧日本軍が中国各地に遺棄した毒ガス弾などにより、今なお
中国国内において重篤な健康被害によって苦しんでいる被害者の医療支援を進めるた
めに、日中両国の民間団体が協力して設立された基金。日本の市民と中国の市民、日
本の医師と中国の医師との協働によって、遺棄化学兵器被害者への医療支援や精神的
サポート活動などを行っている。代表理事は小野寺利孝弁護士。

サイト：https://www.miraiheiwa.org/donation

NPO法人 化学兵器被害者支援
日中未来平和基金（JCFF）では寄付を呼びかけています

外科医会非会員
の先生もご参加
いただけます！

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年)1 0 月 1 0 日第 3 0 1 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

2017年度 地区医師会との懇談会

伏　見 医師会　　 11月 8日（水）  午後 2時～
伏見医師会館

京都北・上京東部・
西陣 医師会

11月30日（木）  午後 2時～
京都府保険医協会・ルームＡ



医療者は人権と生命を
蔑ろにしない政治の実現を求める

　
9
月
28
日
、
臨
時
国
会
が
召

集
さ
れ
、
冒
頭
で
衆
議
院
が
解

散
さ
れ
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
、
森
友
・
加

計
学
園
問
題
に
端
を
発
し
た
安

倍
内
閣
に
対
す
る
支
持
率
低
下

は
、
一
時
30
％
台
へ
の
落
ち
込

み
、
不
支
持
が
支
持
を
上
回
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
至
っ

た
。
政
権
運
営
が
危
険
に
直
面

し
た
こ
と
で
、
8
月
早
々
に
内

閣
改
造
。
批
判
さ
れ
た
〝
お
友

だ
ち
内
閣
〞
は
や
め
、
閣
僚
経

験
者
を
多
く
配
し
た
「
仕
事
人

内
閣
」
を
作
り
「
謙
虚
に
丁
寧

に
国
民
の
負
託
に
応
え
る
」
と

述
べ
て
か
ら
ま
だ
2
カ
月
も

経
っ
て
い
な
い
。

　
首
相
は
、
解
散
に
あ
た
っ
て

今
回
の
解
散
は
「『
国
難
突
破

解
散
』。
企
業
の
設
備
や
人
材

へ
の
投
資
を
促
す
『
生
産
性
革

命
』、
保
育
園
の
無
償
化
、
低

所
得
者
の
高
等
教
育
無
償
化
な

ど
の
『
人
づ
く
り
革
命
』
の
二

大
改
革
を
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
最
大

の
勝
負
と
し
て
進
め
る
た
め
に

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

に
よ
る
税
収
の
使
い
道
を
見
直

す
。
少
子
高
齢
化
と
い
う
最
大

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
我

が
国
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の

大
改
革
に
挑
戦
す
る
。
国
民
と

の
お
約
束
を
変
更
す
る
以
上
、

速
や
か
に
国
民
の
信
を
問
わ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
」
と
説
明
し

た
。し
か
し
、本
当
の
争
点
は
、

も
っ
と
早
い
段
階
で
分
か
り
や

す
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
①
消
費
税
増
税
の
税
収
使

途
変
更
に
よ
る
「
全
世
代
型
」

社
会
保
障
の
実
現
（
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
等
）
②
北
朝

鮮
へ
の
圧
力
強
化
路
線
の
継
続

③
憲
法
へ
の
自
衛
隊
の
根
拠
規

定
の
明
記
―
で
あ
る
。

　
5
年
前
、
自
民
、
公
明
、
民

主
の
三
党
合
意
で
成
立
さ
せ
た

ラ
に
孤
立
化
さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く

冷
た
い
社
会
の
あ
り
よ
う
に
疲

労
度
を
増
し
て
い
る
。

　
こ
の
現
実
に
対
し
、
民
進
党

か
ら
は
、「
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ア
・

オ
ー
ル
」
を
合
言
葉
に
、
大
き

く
社
会
保
障
に
対
す
る
ス
タ
ン

ス
を
見
直
す
提
案
も
行
わ
れ
て

い
た
が
、
あ
る
日
突
然
解
党
、

分
裂
し
た
。「
希
望
の
党
」
に

合
流
し
た
人
々
も
多
い
が
、
こ

の
党
が
「
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ア
・

オ
ー
ル
」
の
方
向
と
は
思
え
な

い
。

　
そ
し
て
、
二
つ
目
と
三
つ
目

の
争
点
で
あ
る
北
朝
鮮
問
題
や

そ
れ
に
対
す
る
国
民
の
不
安
を

盾
に
と
っ
て
の
憲
法
9
条
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
与
党
と
希

望
の
党
と
の
間
に
大
き
な
ス
タ

ン
ス
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

　
我
々
は
、
今
回
の
総
選
挙
に

際
し
て
、
①
安
保
法
の
廃
止
・

9
条
加
憲
反
対
②
9
条
の
立
場

に
立
っ
て
北
朝
鮮
問
題
を
平
和

的
に
解
決
す
る
た
め
の
主
導
的

外
交
③
財
源
を
確
保
し
た
、
社

会
保
障
の
実
感
あ
る
拡
充
―
を

求
め
た
い
。

　
我
々
の
多
く
は
、
北
朝
鮮
の

問
題
に
つ
い
て
、
軍
事
力
で
解

決
で
き
る
問
題
な
の
か
と
い
う

疑
問
を
持
ち
、
む
し
ろ
9
条
の

平
和
主
義
の
立
場
で
の
平
和
の

実
現
を
願
い
、
社
会
保
障
に
つ

い
て
は
、
構
造
改
革
、
新
自
由

主
義
改
革
に
よ
っ
て
弱
体
化
し

た
制
度
の
再
建
、
充
実
を
望
ん

で
い
る
。

　
選
挙
戦
の
構
図
は
、
3
極
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
争
点
は
明

確
で
、
戦
争
か
平
和
か
。
社
会

保
障
の
見
せ
か
け
の
充
実
か
真

の
充
実
か
で
あ
り
、
そ
れ
と
の

関
連
で
ど
う
い
う
公
約
を
掲
げ

て
い
る
か
が
焦
点
で
あ
る
。

　
会
員
各
位
の
賢
明
な
選
択
に

期
待
し
た
い
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

で
は
、
増
税
消
費
税
収
は
全
て

年
金
、
医
療
、
介
護
、
少
子
化

対
策
に
充
て
る
と
決
め
、
2
0

0
以
上
の
関
連
法
を
変
え
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
の
実

感
は
乏
し
く
、
我
々
医
療
現
場

の
従
事
者
は
、「
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
構
築
の
た
め

だ
」
と
言
わ
れ
る
制
度
変
更
の

中
で
、
幅
を
利
か
せ
る
自
己
責

任
論
と
一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ
バ

理
事
長
談
話

総
選
挙
に
向
け
て京都府保険医協会　理事長　垣田 さち子

戦争か平和か、社会保障の
見せかけの充実か真の充実か

　安倍首相は９月28日、臨時国会冒頭に衆院を解散した。
　保健・医療・福祉制度は国家政策であり、それを決定す
るのは時の政治である。
　どのような勢力・人物に政治を委ねるのか、それは私た
ち国民のみが決定できる。
　私たちは国会政策の下で、人々の生命と健康を預かる医
師として、あらためて人権と生命を蔑ろにしない政治の実
現を求める。

誰もが社会保障で幸せになれる国を
　いつでも・どこでも・誰でもが必要な医療を必要なだけ
受けられる国民皆保険制度が軋み始めている。
　私たちの実施したアンケートでは、約半数の医師が窓口
一部負担金を理由とした治療中断や必要な治療を断られた
経験がある。経済的事由により医療にかかれず、手遅れで
死亡するケースも、全国で確認されている。
　基本的人権は憲法に明記された最高位の権利であり、社
会保障は人権保障の仕組みであり、それは国家の責務であ
る。にもかかわらず生命と健康が蔑ろにされているのが現
実である。いかに給付を抑制するかに心血を注ぐ現在の政
策を根本から転換し、必要な財源を確保し、すべての人が
阻害なく社会保障にアクセスできる仕組みの実現を目指す
べきである。

住民・当事者の意見が活かされる
地方行政の実現を

　京都府においても、地域の医療・介護資源の不足が重大
な事態になっている。全国一の医師数にもかかわらず、北
部・南部地域の医師・診療科の不足や偏在は深刻である。
必要な供給の確保に地方自治体や地域の医療・福祉関係者
は血眼になっているが、この間、国が講じてきたことは一
律の病床機能分化・効率化であり、自治体に対する給付抑
制策の押し付けや医師に対する管理・統制策のみである。
　さらに地方創生戦略や国家戦略特区、公共施設管理計画
を通じて公共業務の市場開放が促進され、地方行政から主
体的・積極的に住民の生命と健康を守る姿勢を摘み取り、
そればかりか、地方自治体を経済成長の道具へと変質させ
ようとしている。
　このような国による地方行政支配の政策を転換し、住
民・当事者の意見を活かし、困難を打開するような地方行
政を育むことを目指すべきである。

平和憲法の理念を活かし、
世界から戦争による殺戮の撲滅を

　北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）とアメリカ合衆国の
両政権が罵倒合戦を繰り広げ、軍事的な緊張が高まってい
る。日本政府は「対話のための対話は意味がない」と、国

内では軍拡を外交では経済的圧力とアメリカの核の傘に固
執し、あろうことかこの危機を、政権の延命に繋げようと
しているのではないか。
　私たちの先達は戦争に動員され、協力した過去を持つ。
その反省から、日本の医療者はすべての人々の生命を差別
なく守ることを自らに課して存在している。生命を守る見
地から医療者はいかなる理由があろうとも、自国・他国の
人々を殺戮する戦争を許さない。
　私たちは、日本政府が日本国憲法の理念に即し、国連憲
章やこの間の安保理決議にそった解決に向けたイニシアチ
ブを発揮することを求める。
　また、唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条約への参加
と原発に頼らないエネルギー政策の実現を求める。
 以上

具体的要望事項
１ ．社会保障制度改革推進法を廃止し、「社会保障基本法」
を制定すること。
　2012年に成立した「社会保障制度改革推進法」は、「自
助・共助・公助」で社会保障制度を語るものであり、今
日、進められるあらゆる制度改革の基礎となっている。し
かし、私たちは同法が国・自治体の医療・社会保障に対す
る保障責務を曖昧化するものと考えており、同法の廃止、
および新たな「社会保障基本法」の制定を求めるものであ
る。
２．都道府県を主体とした医療費抑制策を中止すること。
　⑴ 　2018年度より実施となる「第３期都道府県医療費適
正化計画」に、いかなる形でも「医療費目標」を設定
させないこと。

　⑵ 　「医療費目標」達成を理由にして、高齢者の医療の
確保に関する法律第14条（診療報酬の特例）を具体化
させないこと。

　⑶ 　入院医療費目標に、地域医療構想に基づく病床再編
等を進めることでの財政効果を見込まないこと。

　⑷ 　外来医療費目標に、後発医薬品の使用割合や特定健
診・特定保健指導の実施率を機械的にリンクさせない
こと。

　⑸ 　第７次都道府県医療計画策定にあたり、「医療従事
者の需給に関する検討会」が用いた必要医師数の推計
方法による「医師数目標」を書き込ませないこと。

　⑹ 　地域医療構想の医療需要・必要病床数推計について
は、各都道府県が圏内各地域の医療事情、地域住民の
生活・経済状況を細やかに把握する社会学調査を行
い、その結果を踏まえる等、真のニーズに基づいて行
わせること。

　⑺ 　病床の機能分化がトップダウン方式とならないよ

う、知事の要請に従わない場合の懲罰的措置規定は廃
止すること。

３ ．市町村国保の都道府県化にあたり、国の医療保障責務
を明確化すること。
　⑴ 　市町村国保の都道府県化にあたっては、定額3400億

円の追加公費に止まらず、医療費全体に対する国庫負
担割合を抜本的に引き上げること。

　⑵ 　3400億円のうち、2018年から実施する1700億円分の
使途として計画されている「保険者努力支援制度」を
導入しないこと。

　⑶ 　お金のあるなしで、医療へのアクセスが制限されな
いよう、資格証明書交付制度は廃止すること。また、
各保険者による生活を脅かす形での「滞納処分」＝財
産差し押さえは行わせないこと。

　⑷ 　国民健康保険法第44条に基づく一部負担金減免制度
について、必要とするすべての人が利用できるよう、
市町村に徹底すること。

　⑸ 　保険財政リスクを分散し、安定的な保険制度運営を
図ると同時に、すべての人々が必要な医療を必要なだ
け受けられるよう、全国一本の医療保障制度を確立す
ること。

４．「医師に対する新たな規制」を行わないこと。
　⑴ 　医師偏在解消を建前に進める「医師に対する新たな
規制」（保険医定数制・定年制・自由開業制規制等）
の導入に反対すること。

　⑵ 　かかりつけ医以外を受診した際の「定額負担」導入
に反対すること。

　⑶ 　紹介状なしで大病院を受診した際の「定額負担」の
廃止を求めること。

　⑷ 　新専門医制度創設により、地域の医療崩壊が加速し
ないようにするとともに、同制度を医師規制策に利用
しないこと。

５ ．国として、すべての子どもを対象とした医療費無料制
度を創設すること。

６ ．高齢者・障害者・児童・ひとり親家庭等、福祉医療に
関する地方単独事業を実施する市町村に対する、国保へ
の療養費等国庫負担金減額調整について、全廃するこ
と。
７ ．要介護認定で「軽度」と判定された人に対する、保険
給付外しなどの差別的取り扱いを中止すること。

８ ．後期高齢者医療制度や介護保険制度における一部負担
金の２割化や、入院患者に対する居住費自己負担の拡大
等、国民に対する負担増策を中止すること。

９ ．マイナンバーと医療ＩＤを結び付け、機微な個人情報
を危険にさらし、個々人の給付と負担を管理し、給付抑
制に役立てる「社会保障個人会計制度」を目指さないこ
と。

　協会は10月22日に投開票が行われ
る総選挙にあたって、保険医からの
重点要望事項を取りまとめた。10日
の公示日に各立候補者へ要望する。

保険医からの
重点要望事項

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年)1 0 月 1 0 日 第 3 0 1 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



開業医師（開設者・管理者） 勤務医師
日本医師会のA1会員ですか？

医療機関の
経営形態は？

日本医師会
のA2会員
ですか？

YES

YES
NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

Ａ型

Ｃ型

Ｅ型

Ｆ型

①個人

②一人医師
　医療法人

③法人

医療機関に勤務する医師
（常勤・非常勤とも）はす
べて日本医師会のA1ま
たはA2会員ですか？

保 険 医 年 金

普及期間 9月1日～10月20日まで
加入日 2018年1月1日付

ご加入・増口をご検討の場合は、協会事務局までご連絡下さい。
保険医年金パンフレットをお送りします。

保険医年金は六つの生命保険会社により運営され、「安全」「安
定」「安心」で長期に着実に積み立てられる制度です。先生の
ライフプランにあわせて柔軟にご活用いただけます。

月　払：1 口    1万円（30口30万円まで）

一時払：1 口 50万円（普及期間ごと40口2,000万円まで）

予定
利率 1.259％ 1.361％

（2017年 9月 1日現在）

2016年度
実績利回り

●   申し込みは健康状態等の告知のみ。
●   万が一の場合の死亡・所定の高度障
がいを保障。

●   保険金は500～4,000万円から選択
できます（年齢により加入できる保
険金額は異なります）。

●   新規加入は保険年齢70歳まで。継
続加入は加入資格を満たす限り保険
年齢75歳まで。

●   配偶者は1,000万円まで、お子様（3～
22歳）は400万円まで加入できます。

●   １年ごとに収支計算を行い、剰余金
が生じた場合は、配当金を受け取れ
ます。

※ 保険医共済会への入会（入会金）1,000円が
必要です。

加

入

例

お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

グループ保険
（生命保険）

保険医と大切な家族のために。
しっかりした安心を手頃な掛金で。
※毎月10日締切で受付。
　効力発行は、2 カ月後の 1 日から。

好評
加入受付中

保険金額 4,000万円保障
月額掛金 2,240円

保険金額 4,000万円保障
月額掛金 3,760円

35歳
女 性

35歳
男 性

配当金（過去実績）22%（3カ年平均）
※数字は年間保険料に対する割合です。

Ⓒもへろん

Ⓒもへろん

東
北
名
産

設営から撤収まで協会事務局がお手伝いします。

協力いただける医療機関を募っています

～ 協会は被災地を応援します～

「私達にできることは何だろうか」
被災者や地域への支援に必要なのはスピードです。被災者の自
立・生活再建には雇用と労働が欠かせません。地域産業への協力
や新規事業の開拓により、被災地の雇用を増やしていきたいと思
います。一日も早く三陸を復興し、みんなが笑って暮らせること
を目指していきます。 （かけあしの会ホームページより抜粋）

いつでも加入、
型変更ができます
医師・医療機関にとって賠償責任
への備えは必須です。保険医協会
の保険は会員のみなさまからの
ニーズにお応えして、多様な補償
をご用意しています。

医師賠償責任保険

◆Ａ型〈開設者が日医Ａ1会員の個人診療所〉 ･･･6,896円
◆Ｃ100型
〈法人診療所または非日医会員開設の個人診療所〉
　　　　　　　　　　　 ････････ 80,624円（無床）
◆Ｅ100型〈非日医会員の勤務医師〉 ･･･････ 40,664円
◆Ｆ型〈日医会員の勤務医師〉 ･･･････････････6,016円

年間保険料
下記以外の型もご用意しています。

医院の維持・継続に最適 !

所得減少リスクをカバーする保険として最適です。

協会の所得補償保険は医院を維持・継続していくための費用を補償します

収入減を補う保険所得補償保険
万が一、事故やケガ、病気で「就労不能」状態になったとき 入院中だけでなく自宅療養でも

入院１日あたり、通院１日あたりで支給
たとえば医療保険に入っているけど…

健康なときの収入をベースに設定されている融
資の返済、リース料の支払い、テナント料支払
いなどをカバーするには不十分です。

死亡または高度障害のリスクに備える
たとえば収入保障保険に入っているけど…

遺族に対して保険適用期間終了まで毎月もしく
は一時金で支給するもので、その人のケガや病
気での収入を補填するには不十分です。

一番必要なのは
休業中の収入補償！休業補償制度

ケガや病気で突然の休業……

プラス

も
し
も
の
休
業
に
備
え
て
！

台風・集中豪雨の
水災リスクには

火災保険の休業損害
補償特約がカバー！

協会会員は集団扱火災保険に加入できます。
損保ジャパン日本興亜と三井住友海上火災
保険の保険をご案内いたします。

万一の際の
サポート力が違います !
●医師賠償責任保険 加入チャート ～先生に必要な型は？

医療機関で被災地支援の
物産展を開催しませんか?!

販売は
「かけあしの会」

岩手から
来られます!

10月20日まで !

若手勤務医師にお薦め

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年)1 0 月 1 0 日第 3 0 1 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行



外
来
迅
速
検
体
検
査
加
算
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

75

新規開業予定者のための講習会
日　時 11月19日（日）午前10時～12時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
内　容 ①開業準備の勘所 ～各ステージにおけるポイント～
  日本光電工業株式会社　コンサルタント　米澤 正範 氏
 ② 新規開業時における院内システムの選定の注意点
  株式会社メディカルＪＳＰ　営業部　部長　森金　暁 氏
 ③先輩開業医からのアドバイス
  医療法人仙翁会 太秦天神川駅前 いまい皮ふ科クリニック　院長　今井　慎 氏
 ④ 地区医師会への入会・保険医協会の共済制度について
参加費 会員および当日ご入会の方：無料　非会員：5,500円

日　時 11月19日（日）午後２時～３時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
内　容 勤務医のための医療安全対策～傾向と対策～
講　師 京都府保険医協会　医療事故案件調査委員　整形外科医　名倉 良一
参加費 会員および当日ご入会の方：無料　非会員：3,500円

どちらも
要申込

参加特典！
開業に役立つ
『新規開業医の
手引き』を進呈。
当日の入会も可。

参加特典！ 
『医事紛争事例
集』を進呈。

勤務医のための講習会

お申込み・お問合わせは協会（☎075-212-8877）まで

ＤＣゴールド
カードのご案内

京都クレジットサービス㈱と提
携しているゴールドカードは、京
都府保険医協会の会員は個人・家
族・法人カードとも年会費は永久
無料です。有利な特典も備えてお
ります。ぜひご利用下さい。

年会費 永久無料

　
40
歳
代
女
Ｘ
は
、
1
9
4
8

年
2
月
5
日
東
大
病
院
産
婦
人

科
に
て
子
宮
筋
腫
と
診
断
さ

れ
、
同
月
9
日
同
摘
出
術
を
受

け
た
。
身
体
の
衰
弱
が
は
な
は

だ
し
く
術
前
の
同
月
7
日
8
日

9
日
と
術
後
の
27
日
に
体
力
増

強
・
貧
血
改
善
に
主
治
医
が
供

月
30
日
退
院
し
た
。
後
遺
障
害

が
残
り
就
業
困
難
と
な
り
（
離

婚
も
あ
り
）、
主
治
医
の
輸
血

時
の
診
療
過
誤
を
根
拠
に
、
国

（
東
大
病
院
）
に
1
0
9
万
余

円
を
請
求
し
て
提
訴
し
た
。

　
感
染
の
原
因
は
、
2
月
27
日

の
供
血
者
が
血
液
検
査
所
発
行

の
2
月
12
日
付
け
証
明
書
（
結

果
陰
性
）
を
提
示
し
、
主
治
医

が
「
身
体
は
大
丈
夫
か
」
と
問

診
し
た
だ
け
で
採
血
し
た
が
、

実
は
供
血
者
は
2
月
14
〜
15
日

頃
に
売
春
婦
と
の
性
的
交
渉
に

よ
り
感
染
の
機
会
が
あ
っ
た

が
、
血
清
反
応
陽
転
な
く
（
陽

転
に
は
6
〜
7
週
間
・
最
短
4

週
間
を
要
す
）、
初
期
硬
結
リ

ン
パ
腺
腫
脹
な
ど
未
発
症
（
発

症
に
は
3
週
間
を
要
す
）
の
潜

伏
期
で
あ
っ
た
も
の
で
、
後
日

に
陽
転
・
発
症
が
判
明
し
た
。

　
裁
判
所
は
、
具
体
的
な
問
診

を
懈
怠
し
た
医
師
の
過
失
を
認

め
、
国
に
42
万
余
円
の
支
払
い

を
命
じ
た
（
東
京
地
判
昭
和

30
・
4
・
22
、
東
京
高
判
昭
和

31
・
9
・
17
）。 

　
国
は
、
上
記
の
諸
条
件
下
で

は
、
供
血
者
に
対
す
る
問
診
を

省
略
す
る
の
が
当
時
の
医
療
界

の
慣
行
で
あ
り
、
ま
た
、「
女

と
遊
ん
だ
こ
と
は
な
い
か
」
と

露
骨
な
発
問
を
し
て
も
、
肯
定

の
答
え
は
期
待
で
き
な
い
と
抗

弁
し
た
。
最
高
裁
は
、
感
染
の

可
能
性
は
問
診
に
よ
っ
て
し
か

判
断
で
き
ず
、
医
師
の
注
意
義

務
と
し
て
は
、
慣
行
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
い
や
し
く
も
人

の
生
命
お
よ
び
健
康
を
管
理
す

べ
き
業
務
（
医
業
）
に
従
事
す

る
者
は
、
そ
の
業
務
の
性
質
に

照
ら
し
危
険
防
止
の
た
め
に
実

験
（
際
）
上
必
要
と
さ
れ
る
最

善
の
注
意
義
務
を
要
求
さ
れ
る

の
は
、
已
む
を
得
な
い
と
し

て
、
上
告
を
棄
却
し
原
告
勝
訴

が
確
定
し
た（
最
一
小
判 

昭
和

36
・
2
・
16
）。

　
本
判
決
で
は
、
医
療
過
誤
訴

訟
に
お
け
る
医
師
の
過
失
の
判

断
基
準
と
し
て
、
医
師
の
慣
行

に
は
依
ら
ず
、
医
業
（
療
）
上

の
注
意
義
務
は
、「
危
険
防
止

の
た
め
実
験
上
必
要
な
最
善
の

注
意
義
務
」
と
の
規
範
的
な
判

　
Ｑ
、
尿
中
一
般
と
血
液
化
学

検
査
の
グ
ル
コ
ー
ス
を
実
施

し
、
外
来
迅
速
検
体
検
査
加
算

1
項
目
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、

減
点
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
減
点

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
、
外
来
迅
速
検
体
検
査
加

　
予
想
外
の
政
党
の
大
混
乱
を
経

て
、
総
選
挙
で
あ
る
。

　
国
政
選
挙
で
は
一
般
的
に
、
生

活
課
題
で
の
論
戦
が
最
重
要
だ
と

筆
者
は
考
え
て
き
た
。
多
く
の
有

権
者
の
関
心
は
景
気
、
税
金
、
福

祉
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
問
題
に
あ

り
、
た
い
て
い
の
選
挙
で
、
そ
の

争
点
が
選
挙
結
果
を
い
ち
ば
ん
左

右
す
る
。
次
い
で
大
き
く
響
く
の

は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
あ
る
。

　
日
常
か
ら
遠
く
に
見
え
る
外

交
・
安
保
や
、
国
民
の
素
養
の
低

い
法
律
的
な
テ
ー
マ
は
、
投
票
行

動
に
影
響
し
に
く
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
回
は
、
安
全

保
障
、
憲
法
と
、
そ
れ
に
関
連
す

る
強
権
的
政
治
が
本
質
的
な
争
点

だ
と
考
え
る
。

　
理
由
の
一
つ
は
、
経
済
・
税

制
・
社
会
保
障
の
争
点
が
わ
か
り

に
く
い
か
ら
だ
。
消
費
税
引
き
上

げ
分
は
す
べ
て
社
会
保
障
に
充
て

る
と
安
倍
首
相
が
言
い
出
し
、
各

党
の
主
張
や
論
点
の
見
分
け
が
簡

単
で
は
な
く
な
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
恩
恵
は
大
企
業
な
ど
一
部

に
偏
っ
て
い
る
が
、
景
気
は
悪
く

な
い
。
社
会
・
労
働
政
策
で
は
安

倍
政
権
が
看
板
を
何
度
も
架
け
替

え
つ
つ
、
開
明
的
に
映
る
言
葉
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
政

策
の
当
否
や
財
源
の
あ
り
方
は
、

込
み
入
っ
た
議
論
に
な
る
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
北
朝
鮮

と
の
戦
争
の
危
険
が
現
実
に
あ
り

う
る
か
ら
だ
。
北
朝
鮮
は
米
国
か

ら
の
攻
撃
が
怖
く
て
核
開
発
し
て

き
た
の
だ
か
ら
、
圧
力
を
強
め
る

ほ
ど
核
戦
力
を
増
強
す
る
。

　
想
定
さ
れ
る
の
は
、
偶
発
的
衝

突
や
謀
略
か
ら
始
ま
る
米
国
に
よ

る
攻
撃
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い

か
ら
、
韓
国
、
日
本
や
米
国
の
一

部
に
北
朝
鮮
が
核
で
反
撃
し
た
場

合
の
惨
禍
を
さ
ほ
ど
重
大
視
し
な

い
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
北
朝

鮮
の
逆
上
的
暴
発
も
あ
り
う
る
。

　
解
散
は
モ
リ
カ
ケ
隠
し
だ
け
で

な
く
、
日
本
も
戦
争
に
加
わ
る
局

面
に
向
け
、
統
制
を
強
め
る
意
図

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
小
池
百
合
子
氏
が
作
っ
た
希
望

の
党
と
民
進
党
全
体
が
合
流
し
て

ソ
フ
ト
な
「
中
道
」
を
掲
げ
れ

ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
民
意
を

大
き
く
吸
収
す
る
可
能
性
は
あ
っ

た
。
安
倍
政
権
下
で
自
民
党
全
体

が
右
へ
傾
き
、
穏
健
保
守
と
中
道

の
位
置
が
空
い
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
う
い
う
政
党
が
総
選
挙
で
勝
て

ば
、
い
つ
も
強
者
と
手
を
組
む
公

明
党
も
寄
っ
て
き
た
だ
ろ
う
。

　
だ
が
小
池
氏
は
、
支
持
率
の
高

さ
を
見
て
、
自
ら
の
強
権
ぶ
り
と

右
翼
的
思
想
を
発
揮
す
る
道
へ

走
っ
た
。
民
進
党
の
リ
ベ
ラ
ル
派

と
実
力
者
を
容
赦
な
く
排
除
す
る

手
法
で
メ
デ
ィ
ア
の
喝
采
を
浴
び

よ
う
と
し
た
。
準
与
党
と
言
う
べ

き
維
新
と
も
連
携
し
た
。

　
政
権
交
代
を
目
指
す
な
ら
、
安

倍
政
権
批
判
を
強
め
、
自
民
党
か

ら
も
政
治
家
を
引
き
抜
け
ば
よ
い

の
だ
が
、
そ
れ
は
や
ら
な
い
。

　
や
っ
た
の
は
「
左
つ
ぶ
し
」
で

あ
る
。
民
進
党
の
前
原
誠
司
氏
も

そ
れ
に
最
初
か
ら
同
調
し
て
い
た

よ
う
だ
。
そ
う
い
う
強
権
と
右
寄

り
路
線
が
「
お
ご
り
2
号
」
に
映

る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
希
望
の
議

席
数
は
変
わ
る
。

　
選
挙
の
後
、
安
倍
退
陣
に
な
る

か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
自
公
希

維
の
大
連
立
、
あ
る
い
は
実
質
的

な
連
立
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。

全
体
と
し
て
右
派
が
増
え
、
強
権

的
手
法
、
国
民
統
制
が
強
ま
る
。

戦
争
の
危
機
と
相
ま
っ
て
9
条
を

含
む
改
憲
の
発
議
へ
進
む
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
歴
史
的
に
見

た
焦
点
は
、
立
憲
民
主
、
共
産
、

社
民
な
ど
で
、
改
憲
発
議
を
阻
め

る
衆
院
の
3
分
の
1
超
（
1
5
6

議
席
）
を
取
れ
る
か
ど
う
か
。

ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
い
。

（
個
人
の
見
解
で
あ
り
、
会
社
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

戦
争
、 

憲
法
、 

強
権
を
問
う
総
選
挙

　
京
都
保
険
医
新
聞
3
0
1
0

号（
9
月
25
日
発
行
）
主
張
欄

の
主
旨
に
基
づ
き
、
感
染
症
に

関
連
す
る
裁
判
事
例
を
紹
介

し
、
医
療
安
全
対
策
の
参
考
と

な
る
知
見
を
報
知
す
る
。
ご
講

読
下
さ
い
。

血
者
か
ら
1
0
0
㎖
ず
つ
採
血

し
て
、
4
回
輸
血
し
た
。
3
月

13
日
頃
よ
り
発
熱
、
関
節
痛
が

生
じ
、
4
月
8
日
再
入
院
し
、

発
熱
、
眩
暈
、
頭
痛
、
眼
痛
、

視
力
障
害
が
生
じ
、
5
月
16
日

の
採
血
検
査
で
25
日
血
清
梅
毒

反
応
陽
性
と
判
明
し
（
初
診
時

検
査
は
陰
性
）、
6
月
1
日
よ

り
駆
梅
療
法
が
開
始
さ
れ
、
9

断
に
依
拠
す
る
も
の
と
さ
れ

た
。
医
療
界
は
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
基
準
は
医
師
に
不
可
能

を
要
求
す
る
も
の
と
も
批
判
し

た
。
し
か
し
、
以
後
こ
の
考
え

方
が
定
着
し
、
未
熟
児
網
膜
症

訴
訟
で
の
判
決
を
経
て
、
そ
の

具
体
的
な
注
意
義
務
の
基
準

は
、「
診
療
当
時
の
い
わ
ゆ
る

臨
床
医
学
の
実
践
に
お
け
る
医

療
水
準
」
と
さ
れ
（
最
三
小
判

昭
和
57
・
3
・
30
）、
そ
れ

は
、
全
国
一
律
の
基
準
で
は
な

く
、「
診
療
契
約
に
基
づ
き
医

療
機
関
に
要
求
さ
れ
る
医
療
水

準
」と
さ
れ
る（
最
二
小
判 

平

成
7
・
6
・
9
）。

　
現
在
、evidence-based 

m
edicine 

の
考
え
方
や
そ

れ
を
記
載
す
る
医
学
教
科
書
、

研
究
論
文
や
そ
れ
ら
を
ま
と
め

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
記
載
事
項

が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

その1

東
大
輸
血
梅
毒
事
件
の
判
決
よ
り

医
療
安
全
対
策
部
担
当
理
事
　
宇
田 

憲
司

感
染
症
に
関
わ
る

医
療
安
全
対
策

裁
判
事
例
に
学
ぶ

金
融
共
済
委
員
会

（
9
／
20
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
2
件
を
審
査
し
全
件
可

決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

算
は
、
そ
の
日
に
実
施
し
た
検

体
検
査
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
検
査
の
す
べ
て
に
つ

い
て
、
同
日
内
に
結
果
を
患
者

に
説
明
し
た
場
合
に
算
定
で
き

る
も
の
で
す
。
尿
中
一
般
物
質

定
性
半
定
量
検
査
も
グ
ル
コ
ー

ス
も
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
質

問
の
ケ
ー
ス
で
は
1
項
目
の
算

定
で
あ
っ
た
た
め
算
定
要
件
を

満
た
さ
な
い
と
し
て
減
点
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
検
査
に
つ

い
て
、
院
内
で
の
検
査
と
外
注

検
査
が
混
在
し
て
い
て
も
、
す

べ
て
同
日
内
に
結
果
報
告
が
で

き
て
い
れ
ば
算
定
で
き
ま
す
。
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2
0
1
1
年
3
月
14
日
に
福

島
第
一
原
発
事
故
が
発
生
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
大
量
の

放
射
性
物
質
（
セ
シ
ウ
ム
だ
け

で
も
19
・
4
×
1015
ベ
ク
レ
ル
）

が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
。
私

た
ち
環
境
保
健
の
研
究
を
志
す

も
の
に
こ
の
事
件
は
、
非
常
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
同
時
代

に
研
究
者
と
し
て
生
き
る
も
の

に
は
何
ら
か
の
関
与
を
す
る
こ

と
が
責
務
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ

で
、
京
都
大
学
医
学
研
究
科
環

境
保
健
の
研
究
者
2
人
に
新
た

な
福
島
原
発
事
故
に
対
す
る
健

康
影
響
を
評
価
す
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を
提

案
し
た
。
そ
の
う
ち
の
1
人

は
、
環
境
保
健
に
お
け
る
ち
密

な
研
究
で
名
を
は
せ
る
若
手
研

究
者
の
原
田
浩
二
先
生
で
あ

り
、
も
う
1
人
は
、
や
は
り
若

手
の
大
気
の
移
動
モ
デ
ル
を
自

由
に
操
る
物
理
学
を
専
攻
す
る

Ｎ
先
生
で
あ
る
。
お
ふ
た
り
と

も
積
極
的
に
興
味
を
示
し
、
早

急
に
研
究
費
を
申
請
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
幸
い
京
都
大
学
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
財
団
に
協
力
を
仰

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
費
の

目
途
が
つ
い
た
2
0
1
1
年
7

月
中
旬
に
、
京
都
大
学
防
災
研

の
研
究
者
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

（
後
述
）
の
開
発
を
行
っ
た
Ｊ

先
生
、
以
前
よ
り
陰
膳
方
式

（
後
述
）
で
食
物
由
来
の
有
害

物
評
価
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
宮

城
教
育
大
学
の
渡
辺
孝
男
先

生
、
環
境
保
健
に
同
じ
く
食
物

の
汚
染
か
ら
取
り
組
む
和
田
安

彦
先
生
（
高
知
県
立
大
学
健
康

栄
養
学
部
長
、
現
在
和
歌
山
県

田
辺
保
健
所
長
）
と
、
我
々
3

人
の
総
勢
6
人
の
多
分
野
の
専

門
家
が
参
加
し
た
。
放
射
能
汚

染
測
定
機
器
を
自
動
車
に
積
み

こ
み
、
大
気
粉
塵
の
採
取
、
市

販
食
物
お
よ
び
農
産
物
の
採
取

を
し
な
が
ら
全
県
を
巡
回
す
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
調
査
を
行
う
こ
と

に
し
た
。

　
福
島
県
内
を
訪
問
す
る
過
程

で
、
多
く
の
住
民
の
方
々
と
知

り
合
い
に
な
り
、
そ
の
後
も
研

究
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
金
子
利
夫
さ
ん
と
奥

様
と
の
出
会
い
は
忘
れ
ら
れ
な

　
渡
辺
太
郎
氏
（
享
年
93
、
与

謝
）
9
月
14
日
ご
逝
去
。

　
中
西
和
仁
氏
（
享
年
69
、
宇

治
久
世
）
9
月
19
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

　
さ
る
9
月
4
日
か
ら
6
日
ま

で
、
英
国
の
ヨ
ー
ク
市
で
開
か

れ
た
第
22
回
核
戦
争
防
止
国
際

医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
世

界
大
会
に
参
加
し
た
。
ヨ
ー
ク

大
学
を
会
場
に
、
世
界
40
カ

国
、
約
4
5
0
人
の
医
師
、
保

健
の
専
門
家
が
集
ま
っ
た
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
は
、

1
9
8
1
年
の
初
開
催
以
来
ほ

ぼ
隔
年
開
催
さ
れ
、
私
は
2
0

0
0
年
の
パ
リ
大
会
以
後
、
連

続
参
加
し
た
。
今
大
会
は
核
兵

器
廃
絶
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重

要
な
大
会
と
な
っ
た
。

　
今
年
7
月
7
日
、
国
連
で
1

2
2
の
加
盟
国
に
よ
っ
て
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
採
択
さ
れ

た
。
大
会
で
は
条
約
採
択
の
も

つ
意
味
、
採
択
に
至
っ
た
経

過
、
と
り
わ
け
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
を

は
じ
め
医
師
の
果
た
し
た
役

割
、
そ
し
て
今
後
、
条
約
を
如

何
に
実
効
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
か
が
論
議
さ
れ
た
。

　
5
日
に
「
ヨ
ー
ク
宣
言
」
が

発
せ
ら
れ
、
条
約
採
択
を
核
兵

器
廃
絶
に
と
っ
て
の
重
要
な

「
一
里
塚
」
と
表
し
た
。
宣
言

の
中
に
、
条
約
の
核
心
部
分
で

あ
る
「
核
兵
器
を
、
そ
れ
ら
が

も
た
ら
す
医
学
上
、
環
境
上
ま

た
人
道
上
の
結
末
の
故
に
、
初

め
て
明
確
に
『
悪
』、『
違
法
』

と
非
難
、
宣
告

し
、
新
し
い
強
力

な
規
範
の
も
と

で
、
核
兵
器
保
有

国
お
よ
び
そ
れ
に

依
存
す
る
国
々
を

縛
っ
て
い
く
」
と

記
述
し
て
い
る
。

　
条
約
は
「
人
道

上
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」
と
呼
ば
れ
る

論
議
を
経
て
、
こ

れ
ま
で
核
軍
縮
に

つ
い
て
核
兵
器
保

有
国
や
核
兵
器
依
存
国
の
戦
略

上
、
安
全
保
障
上
に
限
定
さ
れ

て
い
た
論
議
を
、
核
兵
器
自
体

が
も
た
ら
す
破
滅
的
な
医
学

上
、
環
境
上
、
人
道
上
の
結
末

に
つ
い
て
の
論
議
に
大
き
く
舵

を
切
る
こ
と
、
そ
う
決
意
し
た

国
々
、
国
際
機
関
、
市
民
社
会

の
グ
ル
ー
プ
の
同
盟
が
こ
こ
数

年
、
空
前
の
広
が
り
を
見
せ
、

力
と
な
っ
て
条
約
採
択
に
結
実

し
た
と
言
う
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
以
外
に
も
、
世

界
医
師
会
議
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）、
国

際
赤
十
字
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）、
赤

新
月
運
動
、
国
際
看
護
師
協

会
、
国
際
公
衆
衛
生
機
関
な

ど
、
世
界
中
の
多
く
の
医
療
保

健
団
体
が
核
兵
器
廃
絶
決
議
を

挙
げ
て
力
に
な
っ
た
。
2
0
0

9
年
に
日
本
医
師
会
議
（
Ｊ
Ｍ

Ａ
）
も
決
議
を
挙
げ
た
。
世
界

の
医
師
は
、
思
想
信
条
を
超
え

て
「
核
兵
器
廃
絶
」
で
意
思
一

致
し
て
い
る
。
10
月
に
、
新
た

に
世
界
医
師
会
長
に
就
任
し
た

横
倉
義
武
日
本
医
師
会
長
が
大

会
最
終
日
に
壇
上
で
決
意
を
述

べ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。

　
い
ま
北
東
ア
ジ
ア
は
、
米
国

と
北
朝
鮮
の
間
の
核
に
よ
る
脅

し
で
一
触
即
発
の
危
険
な
状
態

に
あ
る
が
、本
会
議
で
は
、「
軍

備
に
よ
る
安
全
で
は
な
く
、
人

々
の
信
頼
構
築
に
よ
る
安
全
保

障
を
」、「
平
和
や
軍
縮
の
文
化

を
基
盤
に
し
た
社
会
の
構
築
」、

「
紛
争
は
話
し
合
い
で
解
決
を
」

と
、
論
議
が
平
和
主
義
で
貫
か

れ
て
い
た
。

　
帰
国
す
る
と
9
月
20
日
に

は
、
条
約
を
批
准
し
て
い
く
上

で
の
重
要
な
一
歩
で
あ
る
署
名

が
す
で
に
50
カ
国
以
上
に
達
し

て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

世
界
の
医
師
は
核
兵
器
を「
悪
」と
す
る

― 
第
22
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
参
加
記 

―

反
核
京
都
医
師
の
会
・
代
表
世
話
人
　
三
宅 

成
恒

　好評の雇用管理講習会と保険講習会を併せて開催します。円滑な雇用
関係を築くための雇用管理のポイントと保険診療の落とし穴にはまらな
いためのレセプト審査のポイントをわかりやすく解説します。

日　時 10月26日（木） 午後２時～３時30分 
 ①雇用管理 午後２時～３時
 ②レセプト審査対策 午後３時～３時30分
場　所 舞鶴西総合会館 3階 林業センター会議室（舞鶴市字南田辺１番地）
講　師 ①桂労務社会保険総合事務所所長　桂　好志郎 社会保険労務士
 ②京都府保険医協会事務局

参加費 無料
定　員 60人
（要申込）

舞鶴
開催 雇用管理＆レセプト審査対策講習会

医院のための

　以前に本紙にてコラム「天道是邪非邪」（本紙2983号～89
号掲載）をご執筆いただいた小泉昭夫氏が、震災関連プロジェ
クトとして福島放射能調査を実施しているとお聞きし、現地
に足を運び、地域の人たちと触れ合う中で見えてくる福島の
実情を語っていただけることとなった。全８回で連載する。

い
。
我
々
は
、
川
俣
町
の
道
の

駅
で
、
農
産
物
を
購
入
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
金
子
夫
妻
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
。「
ど
ち

ら
か
ら
来
ら
れ
た
の
で
す
か
？

京
都
大
学
で
す
か
。
で
は
是
非

一
度
、
南
相
馬
に
も
来
て
い
た

だ
き
放
射
能
汚
染
の
現
状
を
調

査
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
出
て

い
た
だ
い
た
。
早
速
、
南
相
馬

の
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
大
気

粉
塵
の
採
取
を
行
っ
た
。

　
金
子
さ
ん
を
含
め
多
く
の
住

民
の
方
々
は
、
祖
父
母
世
代
は

仕
方
が
な
い
に
し
て
も
、
将
来

の
あ
る
幼
児
や
乳
児
に
は
汚
染

は
心
配
な
の
で
、
避
難
さ
せ
別

居
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
訴

え
ら
れ
て
お
ら
れ
た
。
原
発
事

故
は
、
家
族
の
あ
り
よ
う
ま
で

も
変
え
る
大
き
な
事
件
で
あ
る

こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

京都大学医学研究科環境衛生学分野教授　小泉 昭夫

新連載

福島第一原発
事故後の現場より 現在の課題 ①

京都府保険医協会・会員専用サイト
パスワードが11月１日から変わります！

多
分
野
の
専
門
家
が
集
結

核兵器禁止条約後の団結を訴えた世界の医師たち
　　　　　　（IPPNWの英国加盟組織Medactホームページより）

お申込みは協会事務局（☎075-212-8877）まで

●プロフィール
1952年７月、兵庫
県尼崎市で生まれ
る。西宮市の甲子園
球場のすぐ隣にあっ
た甲陽学院高校を
71年に卒業。東北
大学医学部78年卒
業。東北大学医学部
助手を経て、83年医学博士、83年から87年
まで米国留学、87年に秋田大学医学部衛生学
講座助教授、93年同教授、2000年に京都大
学大学院・医学研究科社会健康医学専攻系教
授、現在に至る。専門は、環境保健および産
業保健。福島第一原発事故後の健康問題を追
跡する一方、もやもや病や小児四肢疼痛症な
どの難病における環境と遺伝要因の相互作用
に注目し研究している。2017年度日本医師会
医学賞受賞。小学生からの阪神ファンである。

反
核
京
都
医
師
の
会
は
常

時
、
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

年
会
費
５
０
０
０
円
。
お
申

込
み
は
協
会
事
務
局
ま
で
。

日 時 11月5日（日）午前10時～午後3時頃
 （雨天決行）
参加費 会員 5,000円　家族・従業員 6,000円
 （拝観料、昼食代含む）
集 合  午前10時 JR・京阪「東福寺」駅 改札口前
主 催 （有）アミス
協 賛 京都府保険医協会

－東福寺界隈の史跡を巡る

お申込み・お問合わせは協会まで

先着定員20人
要申込

文化ハイキング

10月31日まで  ＩＤ：kyohoi  パスワード：kyohoi

11月１日から　ＩＤ：kyohoi
パスワード：soud@nsiyou!（相談しよう！）

エス・オー・ユー・ディー・＠・エヌ・エス・アイ・ワイ・オー・ユー・！
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